
与那原町女性デジタル人材育成事業 【与那原町】

与那原町では、男女平等の推進と、誰もが働きやすい社会の実
現に向けた取り組みを進めている。特に、女性やひとり親世帯、未
就労者・求職者に対しては、子育てと両立しやすい就労環境の整
備や、ハローワーク等との連携による具体的な就労支援が重要で
す。さらに、生活の安定と自立を支えるためには、雇用の提供にと
どまらず、相談体制の充実を含めた多面的な支援が求められてい
ます。

地域の実情と課題

・与那原町商工会
・与那原町社会福祉協議会
・学校法人嘉数女子学園 沖縄女子短期大学

連携団体

・受講後に受講者がスムーズに就職や・起業に移行できるよう、企
業者クライアントとのマッチング機会を増やす必要がある。
・起業希望者が事業を軌道にのせるまでに時間がかかるため、受
講後のフォローアップを行う仕組みが求められる。
・研修で学んだスキルが町内の企業や地域経済と結びつくような
仕組みを作る必要がある。

今後の課題

本事業では、受講生３２名中、３０名が終了し満足度や理解度も
高評価を得る事が出来た。約５ヶ月間の研修を通じ、多くの受講生
が自己成長を実感しています。具体的な成果として、就職・転職活
動を開始した受講生のうち３名が内定を獲得。副業を始めた・興味
を持った受講生のうち３名が副業で収入を得る事が出来た。
・パソコン検定５級取得率 ９０％
・就業意識やキャリア形成意識の向上 ９３％
・講座の実施回数 ２４回

事業の効果

本事業は、就労やスキル向上に意欲を持つ女性を対象に、対面講
座とe-ラーニングを通じて基礎的なデジタルスキルとキャリア形成
力を育成し、ライフスタイルに応じた働き方の実現を支援すること
を目的としている。託児支援や個別キャリアカウンセリングも実施
し、本町における女性の多様な活躍を促進する。
・受講人数２０人以上 ・講座の実施回数２４回以上
・パソコン検定５級取得率５０％以上
・就業意識やキャリア形成意識の向上５０％以上

目的・目標

本事業では、キャリアカウンセリングや個別相談の時間を十分に
確保し、受講生の不安を軽減することで継続受講を促進した。また、
e-ラーニング教材の充実により、ライフスタイルや子どもの体調不
良にも対応できる柔軟な学習環境を提供した。さらに、講座会場に
は、町内の沖縄女子短期大学を活用し、託児サービスを実施する
ことで、子育て中の女性が安心して受講できる環境を整備した。

事業の特徴

個別事業費 ４,８５８ 千円

交付金額 ３,３０７ 千円

事業番号 １



本事業は、就労やスキル向上に意欲を持つ女性を対象に、対面講座とe-ラーニングを通
じて基礎的なデジタルスキルとキャリア形成力を育成し、ライフスタイルに応じた働き方
の実現を支援することを目的としている。託児支援や個別キャリアカウンセリングも実施
し、本町における女性の多様な活躍を促進する。

事業目的

対象者
事業イメージ

就労やスキル向上に意欲はあるが、様々な事情で学ぶ
機会が限られてきた
町内在住・在学・在勤の１８歳以上の女性
例・子育て中でフルタイムで働けない方
・働く時間や場所に制限があって、働けずにいる方
・介護、子育て等がきっかけで離職した方等

事業内容

①ビジョン構築
これからの時代に対応する働き方に必要な考え方を

学びます。
②デジタルリテラシー
従来のデジタル技術を理解し、適切に活用する方法

を学びます。
③デジタルツール活用
仕事に役立つデジタルツールの技術について学びま

す。
④ウェブデザイン・動画編集・SNS活用
デザインツール等の活用・発信方法について学びま

す。
⑤広告物（チラシ・ウェブデザイン動画等）を製作す
るワークを行います。

与那原町女性デジタル人材育成事業

実施時期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●受講者募集
●講座開始

●就労支援
●報告会及び座談会

与那原町
企画、広報等

民間事業者
プログラム運営

委
託

協力
沖縄女子短期大学

企画、場所・端末等の提供

与那原町社会福祉協議会
事業の周知

与那原町商工会
事業の周知

開発する教育カリキュラム・プログラムの概要

１．ビジョン構築 ８時間（２時間×４回）
２．デジタルリテラシー ８時間（２時間×４回）
３．Office活用 ８時間（２時間×４回）
４．デジタルコミュニケーション ８時間（２時間×４回）
５．WEBデザイン基礎 ８時間（２時間×４回）
６．デジタル実装演習 ８時間（２時間×４回）

＋
・国家資格キャリアカウ
ンセリング有資格者に
よるカウンセリング

・就業に向けての支援

事業の概要
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